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6）J. -L. Nancy : The Calculation of the Poet , transl. by S. Sparks, in : A. Fioretos（ed.）: The






































〈詩作されたもの（das Gedichtete）〉という概念を設けた。Vgl. W. Benjamin : Zwei Gedichte
von Friedrich Hölderlin : »Dichtermut« - »Blödigkeit«（1914－5）, in : ders. : Gesammelte
Schriften , Bd. II－1, hrsg. von R. Tiedemann/H. Schweppenhäuser, Frankfurt a. M.1991, S.105－
















































































































































































































































































































13）J. P. Eckermann : Gespräche mit Goethe in den letzten Jahren seines Lebens（1836）, Frankfurt








の根拠に依らないヘルダーリンの詩作の在り方を論じたものとして，P. Fenves : Measure



























Geschichtserfahrung und poetische Geschichtsschreibung , in : Hölderlin Handbuch , hrsg. von J.












ての〈ロゴス〉に対置される。」（Lexikon Geschichtswissenschaft（2002）, hrsg. von S. Jordan,
Stuttgart2013, „Mythos“（M. Dehli）, S.222.）
208 言語文化研究 第37巻 第2号






































大きな問題となり得る。Vgl. F. Duque : Zeit und Eschatologie bei Hölderlin , in : Ch. Jamme/




















































のものは，かの神［＝クロノス］に由来する」（Natur und Kunst（1801）, I , S.
22）世界（Welt）とせめぎ合いつつ現出する大地（Erde）を芸術作品に見るハイデガーの難


























を不安にするなら，／偉大なる自然に助言を乞え」（An die jungen Dichter








































































で極まるような直線的な展開と割り切ることは難しいという。Vgl. W. Müller-Seidel :
Hölderlins Ode Dichterberuf , in : Gedichte und Interpretationen（1984）, Bd.3, hrsg. von W.





それらの存在を告げなければ。／さあ，言うがいい！私は何者だ。」（II , S.379, V.505－14.）
26）実際に，悲劇を悲劇として根拠付ける意志の克服に至った者として，筆者は今のところ，
ゲーテに関心を抱いているが，その立証は今後の課題である。























当初批判していたベンヤミンのバロック悲哀劇論へと接近する。Vgl. D. Weidner : Trauer in
der Tragik. Peter Szondis Versuch über das Tragische und Walter Benjamins Trauerspielbuch ,
in : C. Haas/D. Weidner（Hrsg.）: Benjamins Trauerspiel , Berlin2014, S.78－105.
29）ベンヤミンが論じる悲哀劇は，悲劇をパロディ的に再演することで，〈共同体の法を画
期的に転換せしめる英雄の悲劇的死〉の死（＝不可能性）を呈示するようなメタ形式であ
る。Vgl. B. Menke : Das Trauerspiel-Buch , Bielefeld2010, S.52.
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解釈上の大問題である。同様の用法には，例えば「田園への逍遙（Der Gang aufs Land）」
（1800）の中の „an Einer Stunde“（I , S.276, V.7f.）がある。















ゲ ー ニ ウ ス
すべてを養う太陽のもとで，／美しくここでもまた創造的精神が熟しつつある，［中
断］
32）„ihn“を „der Geist dieses Jünglings“ととった。川村訳も同様（『全集』第1巻，274頁）。
しかし，„ihn“を itではなく himと訳し，Jüngling/young manを受けさせている英訳もある。
Cf. Hölderlin : Selected Poems and Fragments , transl. by M. Hamburger, ed. by J. Adler,
London1998, p.5.
33）浅井訳では，denn節を，後続する文の理由付けと解釈している－「まことにそれはわれ
らの父祖にとっては神聖なものだった。／だからわたしはいま，あの異邦の者を歌おう」
（『全集』第2巻，247頁）。いささか破格であるこの解釈が詩文において可能だとしても，
件の denn節自体の理由付けとしての力不足は，本篇で論じた通りであり，やはりこの個
所は詩作の正当化の不調を反映している。
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